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要旨

　「ガーデンシティ舞多聞」の第１工区目である「ガーデンシ

ティ舞多聞」みついけプロジェクトは、都市再生機構と神戸

芸術工科大学、そして住民との連携で進められている宅地開

発プロジェクトである。新しい郊外居住と持続可能な地域コ

ミュニティづくりを目指すこのプロジェクトは、約6haの面

積に、宅地68区画、緑地公園、街区公園、共同施設（コミュ

ニティスペース）が配置される。

　また、ガーデンシティ舞多聞」の西端部に位置する、自然

地形を活用した「てらいけプロジェクト」（約10ha）を現在整

備している。「みついけプロジェクト」「みついけ南プロジェク

ト」の経験をいかし継続的な住宅コミュニティの創造と日本

の住宅が抱える課題の解決を目指している。

　本年度は、てらいけプロジェクトの「スペースデザイン」、

「まちづくりのルール」、「住まいづくりデザインガイドライ

ン」、「住民参加型プロセスの検討」、てらいけの目指すまちづ

くりの「公開講座」、みついけプロジェクトのコミュニティ

マネジメントの実践として「ネイチャーアートワークショッ

プ」、「絵本づくりプロジェクトと読み聞かせワークショップ」、

「ガーデンシティ舞多聞ＨＰの再構築」について言及した。

Summary

The area developed in the first phase within  The Garden City 
MAITAMON Project is named MITSUIKE. The MITSUIKE 

project is a residential development project that has been 

implemented through collaboration between KDU, UR and the 
residents. 

Furthermore, the project to develop TERAIKE Community 

(approx. 10 ha), located in the westernmost part of the Garden 
City MAITAMON, is currently under way, making effective use 
of natural geographic features. Capitalizing on the experience of 

the MITSUIKE Project and the MITSUIKE MINAMI Project, 

the TERAIKE Project aims to create a sustainable residential 

community and to resolve the aforementioned challenges 

confronting Japanese housing.

On this year, from TERAIKE project, we report about space 
design, rule of community, design guidelines of housing, 
and process including residential participation. And, from 
community management of MITSUIKE  project, we report 
nature art workshop, picture book project, and reconstructing 
project’s web design.
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 0 はじめに

0-1　「ガーデンシティ舞多聞」の概要

　新しい郊外居住の形を目指す「ガーデンシティ舞多

聞」は、神戸芸術工科大学の約 1km 南に位置する、旧

舞子ゴルフ場（約 108ha）で開発中のプロジェクトで

ある。施行者の都市再生機構は、計画人口約 8,400

人、計画戸数約 2,600戸を予定し、2018年の事業完

成を目指している。神戸芸術工科大学は、2001年より、

事業協力者として、プロジェクトの「スペースデザイ

ン」「コミュニティづくり」「エリアマネジメント」をサ

ポートしつづけている。2007年 3月 25日には、「舞多

聞まちびらき記念式典」「舞多聞まちびらきフェスタ」

が行われた。( 図 0-1-1,0-1-2)

　第一工区「みついけプロジェクト」（約 6ha）は、旧ゴ

ルフ場の起伏のある地形や斜面緑地を生かし、緩やか

な曲線を描く道路、約 120～ 500坪（平均約 220坪）の

ゆとりある宅地 68画地、街区公園（舞多聞みついけ公

園）、都市計画緑地（学園南緑地）、コミュニティ施設

図0-1-3　みついけ地区のまちなみ

図0-1-2　「ガーデンシティ舞多聞」位置図

図0-1-1　「ガーデンシティ舞多聞」空撮(写真：都市再生機構2007)

図0-1-4　「みついけプロジェクト」「みついけ南プロジェクト」

「てらいけプロジェクト」位置図
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てらいけプロジェクト

（舞多聞まちづくり館）が配置され、自然豊かな居住

環境を実現している。( 図 0-1-3)

　第二工区「みついけ南プロジェクト」（約 3ha）は、「み

ついけプロジェクト」の南西部に位置する。全 82画

地のうち、23画地は、ワークショップで事前に形成

したグループ単位で応募する「グループ申込型宅地分

譲」が採用され、2007年春に宅地引渡しが行われた。

　 最 終 工 区「て ら い け プ ロ ジ ェ ク ト」（約 10ha）は、

「ガーデンシティ舞多聞」の西端部に位置している。現

在、神戸芸術工科大学と都市再生機構は、「みついけ」

「みついけ南」の経験を生かした、「てらいけ」の「ス

ペースデザイン」「コミュニティづくり」「エリアマネ

ジメント」の実施方策について、検討を進めている。

( 図 0-1-4)
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 0-2　研究の経緯

　本稿は、2001年から神戸芸術工科大学が都市再生

機構の事業協力者としてサポートしている「ガーデン

シティ舞多聞」の実践に関する研究報告である。

　同研究の報告は、2004年度から継続的に神戸芸術

工科大学紀要に発表してきた。

　また 2008年度からは、最終工区である「てらいけプ

ロジェクト」についての進行状況の報告を行っている。

　本年度は、てらいけプロジェクトの「スペースデザ

イン」、「まちづくりのルール」、「住まいづくりデザイ

ンガイドライン」、「住民参加型プロセスの検討」、て

らいけの目指すまちづくりの「公開講座」、みついけプ

ロジェクトのコミュニティマネジメントの実践として

「ネイチャーアートワークショップ」、「絵本づくりプロ

ジェクトと読み聞かせワークショップ」、「ガーデンシ

ティ舞多聞ＨＰの再構築」について言及する。

1　てらいけプロジェクトの実践

　 最 終 工 区「て ら い け プ ロ ジ ェ ク ト」（約 10ha）は、

「ガーデンシティ舞多聞」の西端部に位置している。現

在、神戸芸術工科大学と都市再生機構では、「みつい

け」「みついけ南」の経験を生かしたてらいけエリアの

「コミュニティデザイン」「スペースデザイン」「エリア

マネジメント」の実践について、検討が進められてい

る。( 図 1-1-1)

1-1　てらいけプロジェクトの経緯

　都市再生機構と神戸芸術工科大学は、「みついけの経

験を生かし、みついけ以上のクオリティを確保」を目

標として、てらいけプロジェクトの検討を進めている。

　これまでには、プロジェクトを通して実現すべき目

標を定めるために周辺地域を中心にアンケート調査が

行われ、次いでコンセプトシートとマスタープランの

作成、住民参加型プロセスに基づく公開講座とワーク

ショップを実施しながらプロジェクトを推進してきた。

　2010年度は、プロジェクトの目標像を共有するた

め、プロジェクトのコンセプトシートを作成した。

図1-1-1　てらいけプロジェクト現況(google earth)

図1-2-1　てらいけプロジェクトマスタープラン

1-2　てらいけのスペースデザイン

　てらいけのスペースデザインについて、前年度まで

に全体のマスタープラン、各敷地条件ごとの検討を

行ってきた。( 図 1-2-1)

　マスタープランは 2008年度から検討が行われ、こ

こでは全体像が示され、宅地割りにも反映されている。

その後、UR 都市機構の販売事業との事業採算性も含

めて毎年検討を行ってきた。

　本年度も引き続き検討が行われ３つの提案が出され

た。1つ目は複数の宅地の一部をコモンスペースとす

ることで、生活空間と公共空間を共に充実させていく

提案。2つ目は電線の地中化について。3つ目は地区

内における街区公園の他に計画されているコミュニ

ティ集会施設用地の提案である。
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 1-2-1 電線の地中化と建柱に伴う影響についての検

討

　電線の地中化は道路空間の積極的な利用を促すこと

や景観として質の高い公共空間を創出することが期待

できるが、その際の費用負担が課題となる。

　前年度までの提案の際には宅地の背割り側に電線を

通す裏建柱による対応も検討された。

　これまでの検討を踏まえ、本年度は、「地中化」と「建

柱」における「公共空間への影響」「建築への影響」「販

売価格」「その後の運営への影響」についてそれぞれ分

析を行った。

　敷地背割りに建柱する、いわゆる「裏建柱」について

はメンテナンス用の空間を必要とするため、敷地内の

建物壁面セットバック範囲の検討も行った。

　検討の結果、建柱を行う際には既存の緑地を伐採す

る必要があり、自然景観への影響が問題点としてあげ

られた。てらいけプロジェクトが、みついけプロジェ

クトと同様に自然住宅地として売り出すことを考える

と、建柱を行うことが当プロジェクトの特に景観面に

おける根幹に関わる問題であると言える。

1-2-2 コミュニティ集会施設用地の検討

　コミュニティ集会施設用地（コミュニティ形成支援

施設予定用地）は、てらいけプロジェクトの活動や集

会を行うことを目的に計画されている。

　本年度検討された内容は、敷地の規模と施設等の配

置である。

　この敷地は東西に 3m の傾斜があり、東面にある街

区公園との一体的な使い方、集会施設の配置場所、必

要機能の検討が課題となったが、今年度は 2案作成し、

検討を進めている。（図 1-2-2,1-2-3）

図1-2-2　2010年度てらいけコミュニティ集会施設用地の検討案１

図1-2-3　2010年度てらいけコミュニティ集会施設用地の検討案2
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 1-2-3 てらいけプロジェクト導入路の検討

　てらいけプロジェクトへの導入路の検討を行った。

これは、てらいけプロジェクト導入部の道路空間にお

ける、街路樹や住宅のガイドラインによるまちなみ景

観のコントロールが目的である。　

　てらいけプロジェクト導入路は他地区からのエント

ランスとして演出すると共に、自然住宅地としての雰

囲気を他地区へ啓蒙することも期待できる。（図 1-2-

4）

　具体的な空間の検討は次年度以降となる。

1-3　まちづくりのルールについての検討

　2009年度に引き続き、みついけプロジェクトのルー

ルをベースにてらいけプロジェクトのまちづくりの

ルールの検討を行った。

　既に入居が始まり、自治会と協定運営委員会が組織

されているみついけ地区（舞多聞東 3丁目）、みついけ

南地区（舞多聞東 2丁目）では、「建築協定」、「緑地協定」、

「ガイドライン」などによって、まちなみの誘導が行

われている。建築協定、緑地協定、ガイドラインにつ

いては、住民組織による建築・緑地協定運営委員会に

よって、それぞれの地区内の新築・増築・外構の申請

に対しての許可審査と調整を行っている。

　てらいけプロジェクトで運用されるルールについて

は、みついけプロジェクトと同様に、次年度以降の公

開講座と住民参加型のワークショップを通して住民と

ともに内容についての検討を行う予定であり、本年度

はこれからワークショップと公開講座を通してルール

を検討するプロセスと、最終的なルールの全体像の構

造について検討した。　

1-3-1ルール検討のプロセス

　てらいけプロジェクトにおけるまちづくりのルール

は、住民参加型のワークショップを通じて住民と共に

創り上げていくことを目標としている。

　プロジェクトチームでは、ルール策定のためのス

テップとして大きく「step-1. 提案」「step-2. 調整」

「step-3. 決定」の 3つのステップを提案した。この３

つの段階を通して、まちづくりのルールとなる建築・

緑地協定の内容の提案や合意形成を行い、将来住民が

自らのまちを運営するためのオーナーシップを獲得す

ることを目指している。（図 1-3-1）

1-3-2目標ルールの構築

　まちづくりのルールを決定する 3つのプロセスの実

行に先立ち、UR 都市機構と芸工大のプロジェクトチー

ムで最終的に目指すルールを検討した。

　内容については数年に渡って検討を重ねてきた、て

らいけプロジェクトのマスタープランとコンセプト

シートから、我々が目指す空間創出のために必要と思

われるルールを抽出した。

　抽出したルールの内容は大きく 3つの項目に分けら

れる。

a：建物と道路との関係に関するルール

b：外部空間のデザインに関するルール
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359㎡310㎡

310㎡

310㎡

370㎡

346㎡

304㎡

307㎡

360㎡351㎡

991㎡

751㎡
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447㎡

353㎡

346㎡

358㎡

392㎡

378㎡

337㎡

401㎡

482㎡

463㎡

456㎡

521㎡

667㎡

394㎡

394㎡

406㎡

414㎡

416㎡

377㎡

353㎡

342㎡

646㎡602㎡
602㎡608㎡

637㎡

609㎡

839㎡

813㎡
(540㎡)

334㎡

572㎡
(485㎡)

1008㎡
(534㎡)

1026㎡
(581㎡)

365㎡

1109㎡
(767㎡)

411㎡

413㎡

359㎡

395㎡

364㎡

1473㎡
(436㎡)

946㎡
(391㎡)

727㎡
(382㎡)

753㎡
(326㎡)

771㎡
(351㎡)

807㎡
(386㎡)

901㎡
(421㎡)

905㎡
(288㎡)

1023㎡
(355㎡)

1076㎡
(462㎡)

981㎡
(419㎡)

978㎡
(467㎡)

488㎡

461㎡

406㎡

881㎡
(385㎡)

981㎡
(326㎡)

1006㎡
(258㎡)

703㎡
(268㎡)

661㎡
(340㎡)

728㎡
(411㎡)

780㎡
(433㎡)

762㎡
(386㎡)

690㎡
(369㎡)

852㎡
(374㎡)

998㎡
(440㎡)

776㎡
(537㎡)

784㎡
(522㎡)

837㎡
(480㎡)

853㎡
(452㎡)

855㎡
(451㎡)

874㎡
(365㎡)

877㎡
(285㎡)

727㎡
(295㎡)

654㎡
(248㎡)

632㎡
(412㎡)

610㎡

571㎡

984㎡
(488㎡)

【広場型コモン】旗竿敷地の解消
◎旗竿部分を束ねて広場状にし、まとまったオー
　プンスペースを生み出す。
　→旗竿敷地の持つ"裏側"のイメージを解消する。
　→セミパブリックな共有空間であるが、広場に
　　面した区画以外の人は利用しにくい。グルー
　　プ募集に適する。

ガーデンシティ舞多聞「てらいけ」プロジェクト

まちづくり理念の具現化手法（案）
　―人々の暮らしと共に成長する「コミュニティ」と「まちの価値」の創出のために―

S=1:1,000

【区画数】
300～500㎡･･･　93
500～700㎡･･･　19
700～1000㎡･･･ 34
1000㎡以上･･･　10　計159区画

ＵＲ都市機構 舞多聞プロジェクトチーム
神戸芸術工科大学 齊木崇人研究室 佐々木宏幸研究室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2010.9.30

【現況林を抱える宅地】
◎大規模な現況林付き宅地を提供する。
◎大きな宅地を所有するため、間口
　を抑え駐車スペースを縦列とする。

【道路沿いの植栽の整備による豊かなまちなみの
　創造】
◎道路に接する1.5mの植栽スペースにまちの木を
　整備し、豊かなまちなみを創造する。

【道路沿いのセットバック】
◎植栽・地中化スペースを確保する。

《敷地内の構造物等配置に関する基本条件》
　･･･周回道路及びクルドサック沿い

【住宅】
◎9m×7m（ハウスメーカーの最小単位）の
　建築面積を目安に最低限確保する。
◎南面に建物の長手方向（9m）が向くよう
　に配置する。

【駐車場】
◎1台につき、乗降車スペースを含む
　6m×3mのスペースを確保する。
◎駐車の並び方
　・充分な間口のある敷地では並列で駐車する。
　・充分な間口のない敷地では縦列で駐車する。

【敷地内での住宅・駐車場の配置】
◎住宅と駐車場2台以上の確保を原則とする。
◎屋根付き駐車場は敷地の南側で、建物壁面
　より後ろに配置する。
◎敷地境界からのセットバック
　・植栽・地中化スペースを確保するため、
　  道路から1.5mの植栽スペース、1mの歩行
　  空間を確保する。さらに2.5m建物壁面を
　  後退し、道路側にオープンスペースを確
　  保しゆとりあるまちなみを形成する。
　・住宅は隣地境界から2m以上後退する。
　・駐車場は隣地境界から1m以上後退する。
　・住宅と駐車場の間は1m以上確保する。

【内側道路とそれに面する敷地】
◎道路境界からのセットバック
　・植栽・地中化スペース確保のため、
     道路から3.0mセットバックする。

【まちの木による自然な歩行者空間
  の演出】
◎内側道路に面する敷地は、それぞれ
    3.0mのセットバック部分に、
　まちの木を植え、通り沿いの自然な
    表情を創出する。

3.0m
以上 6m

3.0m
以上

建物壁面の
セットバック

道路 建物壁面の
セットバック

【ストリート型コモン】旗竿敷地の解消
◎旗竿部分を束ねて道状にし、回遊性を創出する。
　→旗竿敷地の持つ"裏側"のイメージを解消する。
　→セミパブリックな共有空間を生み出す。維持
　　管理を通したコミュニティ活動の場となる。
◎多様な歩行者空間のネットワークを創出する。
◎宅地の有効利用となる。
◎グループ募集に適する。
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3.0m以上

3m

建物壁面のセットバック
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3m

まちの木

駐車場
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【コミュニティスペース（集会施設用地）】
◎コミュニティ集会施設用地として確保す
　る。コミュニティの共有財産となる。
◎てらいけ公園との一体的利用を促進する。
◎歩行者の通り抜けが可能となり、てらい
　け全体の回遊性が向上する。

【現況林の保存】
◎てらいけエントランス部分の象徴的
　な顔として現況林を残す。

【平地が少ない宅地】
◎平地に奥行が少ない宅地は、間
　口を広くとり、平地（150㎡以
　上）を確保する。
◎奥行が8m（7+1=8m）未満の場合、
　歩行空間の確保に留め、
　住宅が建てられる面積を確保す
　る。

：駐車スペース(１台分)

：住宅
凡例

数値：宅地面積 ㎡

：民地内斜面地
：崖条例適合地域

：平地

数値 ：平地面積(㎡)

：建物配置基本条件に添わない住宅

：神戸市管理
：共有地
：コモンスペース

：内側道路

1169㎡
(161)㎡

878㎡
(216)㎡

815㎡
(292)㎡

787㎡
(237)㎡

806㎡
(222)㎡

681㎡
(256)㎡

773㎡
(453)㎡

1108㎡
(536)㎡

1149㎡
(575)㎡

  【てらいけへのエントランス空間の演出】
◎てらいけエリア内の道路、前庭空間と同様の
　しつらえをほどこすことで、てらいけへの
　アプローチに相応しい演出をするとともに、
　てらいけエリア独自の価値創出を目指す。

    

980㎡

633㎡

図1-2-4　てらいけプロジェクト説明図（導入路追加図）

建築・緑地協定の策定
（ユーザーの合意形成）

地中化に関するルールと
それ以外のものについて明確化

これまでのルールについて
URとKDUでの合意形成

新規ユーザーの獲得と既存ユーザーの囲い込み

公開講座＆WSのゲームプランの検討
公開講座・WS-第1回 公開講座・WS-第3回公開講座・WS-第2回

・まちの木
・駐車場の配置
・玄関の向き
・
・
・
・

・2.5mの前面SB
・
・ 「提案」 「調整」

・ のタイミングの決定

・コモンスペースの検討

・

ルールの提示

Q＆A 発表

ディスカッション

・てらいけの情報の公開（ex.区画割り、価格。販売時期）
・てらいけの住まい方のイメージの打ち出し
・公開講座とWSへの参加特典（ex.おみやげ、優先募集）

その他の検討事項

2010.12.15.作成：藤巻

ルール策定プロセス＆課題検討表

達成目標

ユーザーの
オーナーシップ意識の獲得

合意形成

ルールの提示

「決定」
まちの自治運営へ

図1-3-1　2010年度ルール策定プロセス＆課題検討表

てらいけプロジェクト導入路
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 c：建物のデザインに関するルール

　a は①建物と道路の関係、②隣地との関係、b は①

植栽、②駐車場・設備機器、c は形状・色・素材につ

いて分類された。

　これらのルールは今後、住民参加型ワークショップ

で検討する内容であり、実際に運用される建築・緑地

協定の検討により、修正されながら実行することにな

る。

1-4　住まいづくりデザインガイドライン

　住まいづくりデザインガイドブックは前年度に作成

した外構ガイドラインをベースに修正を加え、新たな

コンテンツの追加により今年度作成されたガイドブッ

クである。

　外構デザインガイドラインは、みついけ、みついけ

南、てらいけの 3プロジェクト以外の地区を対象に昨

年度作成された。ガイドライン自体は法的規制能力を

持つものではないが、舞多聞全体として良好な居住環

境の形成を計っていく効果を狙っている。

　本年度の住まいづくりデザインガイドブックは、現

在入居が進んでいる舞多聞の地区、特に幹線道路沿い

の景観向上を目的に、昨年度の外構ガイドラインに追

加提案された。提案に際して、まず舞多聞全体の調査

が行われた。道路と敷地の接地状況、敷地の形状な

どの条件、周辺条件によって、住居の裏となる部分

（窓量の少ない壁面）、室外機等の生活機器の設置場所、

が主要な道路側に現れている事例が多いことが確認さ

れた。（図 1-4-1）

　これらの問題に対して、家を建てるプロセスごとに、

良好な居住環境のつくり方や考え方をアドバイスする

方式のガイドブックの作成が提案された。

　以上を踏まえて作成されたデザインガイドブックは、

「step-1. 家を建てる前に考えてほしいこと」「step-

2. 家を建てる際に気にしてほしいこと」「step-3. 家

を建てた後に行ってほしいこと」と、建築を行う段階

に応じて、それぞれアドバイスを行うような形式と

なっている。（図 1-4-2,1-4-3,1-4-4）

2010 作成：藤巻　

A：両面道路（幹線が北側）　　

・幹線道路に表情が無い（ごみばこ・給水機がでてくる）

・窓量が少ない（居室 L・BRの位置が向かない）

・セットバックが少ない

・玄関が向いてない（南に玄関が配置されそう）　

・緑が少ない

B：両面道路（北西）

・家の配置がバラバラになりそう。

・玄関の位置がバラバラになる。

E：両面道路（南東）

・幹線道路面に対して壁をつくる

（もしくは家の表情が向かない）

・北側はさびしくなる。

D：脊割北向き

・玄関は幹線側にくる。

・敷地前面が駐車場に占拠される

・窓量が少ない

・緑が少ない

C：脊割（南）

特に問題なし

・玄関／リビング／庭が全て向いてる

旗竿

・壁に囲まれる

・接道部分が駐車場となり家の表情が見えない

・周囲の敷地と一体で考えられるか？　

 公園周辺

・公園に顔を向ける

（玄関・入口リビング）　

・公園に対して視線がとどくようにしたい。

角地

・どこに家が向くかわからない。

・交差点に接する目立つ場所が駐車スペース

フットパス周辺

・フェンス／壁で暗くなる

・主要道路との表情を向ける優先順位

 

敷地と接する道路状況によって生じる問題 特殊な敷地条件によって生じる問題

周辺条件に配慮するべき事項

舞多聞全体に生じると予測される、個々の住宅がまちなみへ与える問題の分析

図1-4-1　舞多聞全体で予測される、住宅がまちなみへ与える問題の分析

図1-4-2 ガーデンシティ舞多聞住まいづくりデザインガイドブック

図1-4-3 ガーデンシティ舞多聞住まいづくりデザインガイドブック

図1-4-4 ガーデンシティ舞多聞住まいづくりデザインガイドブック
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公開講座／住民参加型WS- 目標＆内容検討表

・アートという切り口から新たなユーザーの獲得を狙い、舞多聞の土

を使った陶板づくりを行うことで、プロジェクトへの愛着と、陶板を

媒介に一人一人の個性がまちなみを彩ることを教示する。

・ガーデンシティ舞多聞みついけエリアでの生活実体験、住まい方

を実際に見聞きすることで、てらいけＰＪへの関心や住まい方の将

来像を共有する。

・アメリカの先進的な事例を紹介と舞多聞てらいけプロジェクトの具

体的なまちづくりの方向性について。

・ガーデンシティ舞多聞みついけプロジェクトのこれまでの概略と、

本格的に活動を開始した『てらいけプロジェクト』のこれからの方向

性について。

２
０
０
９
年
度

２
０
１
０
年
度

２
０
１
１
年
度

１

2

5

6

7

3

4

2010.06.04　作成：藤巻
2010.06.07　修正：鎌田

・新規ユーザーの獲得

・既存ユーザーの囲い込み

・プロジェクトへの関心を抱かせる

・ユーザーが運用可能な協定のあり方の検討

・協定へのオーナーシップを持たせる

・ユーザーの合意形成

・パブリックスペース／セミパブリックスペースへの関心づけ

・ユーザーが共有できるまちの将来像づくり

・建築・緑地協定の運営トレーニング・共通の興味をもつグループづくり

・グループごとの活動

・コミュニティ運営の核となる自治会の設立

・コミュニティ運営の核となる自治会の運営

・建築・緑地協定運営委員会の設立

・建築・緑地協定運営委員会の運営

・ユーザーの理解を得る（必要性の認識）

新・郊外居住の実現
2011.03.14　作成：藤巻

・第５回で提案したルールをベースに住民を含めたグループディス

カッションを行い、建築・緑地協定で策定されるルールの検討を行う。

・第６回のグループディスカッションの検討から、UR・大学間で実際

に建築・緑地協定で実現するべきルールをとりまとめたものを発表し、

住民との合意形成を得る。

・てらいけプロジェクトが目指す将来の姿を実現するための手法とし

て、建築協定・緑地協定の内容をUR・大学側から提案し、てらいけ

の空間を実現するための必要要素であるという認識を抱かせる。

図1-5-1 公開講座＆WSプログラム課題の検討表

1-5　住民参加型プロセスの実践

　住民参加型プロセスは、主にてらいけプロジェクト

のコミュニティ形成と空間形成を、それぞれ実現して

いくためのプログラムを指している。（図 1-5-1）

　具体的には、公開講座とワークショップを通じてプ

ロセスごとに検討を行っていくことで、段階的にてら

いけプロジェクトの計画を実現していくプログラムと

なっている。

　本年度は、このプログラムの一環として企画された、

第 3回公開講座「住まい手とプランナーが魅せる舞多

聞のまちづくり」について報告する。

1-5-1　第３回公開講座

「住まい手とプランナーが魅せる舞多聞のまちづくり」

　2010年 10月 17日（日）午後２時より、ガーデンシ

ティ舞多聞 てらいけプロジェクト　第 3回公開講座

「住まい手とプランナーが魅せる舞多聞のまちづく

り」が行われ、29組 39名が参加した。第１部のトー

クセッションでは神戸芸術工科大学学長・齊木崇人を

コーディネーターとして舞多聞東 3丁目の住民の方々、

都市機構の職員によって白熱したトークセッションが

行われた。当日は、芸工大齊木が会場のパネルを紹介

しながらガーデンシティ舞多聞の経緯を説明し、展

示会場を巡りながら舞多聞の 10年の歩みを振り返り、

続いて、齊木がコーディネーターとなり、舞多聞みつ

いけエリア（舞多聞東 3丁目）の初代自治会長をされた

中尾氏、二代目自治会長をされた塩月氏ご夫妻、舞多

ガーデンシティ舞多聞 てらいけプロジェクト　第３回公開講座

「住まい手とプランナーが魅せる舞多聞のまちづくり」（神戸芸術工科大学学長 齊木崇人）

2010年10月17日（日）午後２時より、ガーデンシティ舞多聞 て

らいけプロジェクト　第３回公開講座「住まい手とプランナーが

魅せる舞多聞のまちづくり」が行われ、２９組３９名の方に御参

加いただきました。第１部のトークセッションでは神戸芸術工科

大学学長・齊木崇人氏をコーディネーターとして舞多聞東３丁

目の住民の方々、都市機構の職員によって白熱したトークセッ

ションが行われました。

引き続いて、第２部の「みついけ見学会」では、実際にみつい

けプロジェクトの美しいまちなみや自然豊かなお宅を見学し、

自然住宅地プロジェクトを体験していただきました。

第１部：トークセッション『住まいとまちづくり』
１４：００　トークセッション『住まいとまちづくり』

　　　　　　コーディネーター：齊木崇人（神戸芸術工科大学 学長）

１５：３０　終了予定

第２部：みついけプロジェクト見学会

【場所】　神戸芸術工科大学内
　　　　ギャラリーセレンディップ

【参加費】　無料(＊別紙での申込み必要)

【プログラム】

駅から大学まで▼

学園都市駅

外大前

至西神

至舞子

市営地下鉄西神・山手線

学園都市駅下車

芸工大前

市営地下鉄

神戸芸術工科大学

学園都市駅の改札を出て、正面の左右に通っている
道路に沿って右 ( 舞子方面 ) へ約６分直進。
「芸工大前」交差点を右折、すぐ。

【当プロジェクト及び公開講座に関するお問い合わせ】
神戸芸術工科大学 ( 鎌田 ) TEL : 078-794-5263
E-mail : kamata-s@kobe-du.ac.jp

１６：００　みついけプロジェクト見学会　

　　　　　　＊バス及び各自で移動します

１７：３０　終了予定

住まい手とプランナーが

魅せる舞多聞のまちづくり

UR
都市機構

KDU
神戸芸術
工科大学

ガーデンシティ舞多聞てらいけプロジェクト第３回公開講座

た
し
か
活
を
緑
と
形
地
の
然
自

2010 年 10 月 17 日 ( 日 )

13:30( 受付 ) ～ 17:30

あなたの理想が
まちになる

ご参加者全員に !
舞多聞オリジナル
トートバックをプレゼント !!

みんなでつくる舞多聞てらいけプロジェクト

実際にみついけプロジェクトの美しいまちなみや自然豊かなお宅を見学し、

自然住宅地プロジェクトを体験していただきます。

トークセッション＆みついけ見学会
先行プロジェクト「みついけプロジェクト」から、新たに展開する「てらいけプロジェクト」

が目指す住まいとまちづくりについて、芸工大齊木学長×UR×みついけにお住まいの方と

一緒に考えます。

＊舞多聞倶楽部の宅地探し友の会への統廃合により、舞多聞倶楽部ニュースから舞多聞ニュースへ名称を変更しました。

公開講座チラシ

講座の様子（集合写真）

講座の様子

図1-5-2 公開講座の様子

聞エコ倶楽部の世話役をされている竹内氏ご夫妻、住

民である原田氏をパネリストとして、トークセッショ

ンを行った。また、都市機構からは、ガーデンシティ

舞多聞の土地区画整理事業施行者である神戸西開発事

務所所長の北村、調整役の橋本、前担当者である島岡

（飛び入り）が出席し、「みついけに入居するまでのい

きさつ」「家と庭づくりの経験」や「日々の暮らしぶり」、

そして「未来のてらいけ住民とのコミュニティづく

り」など、各自の想いを語った。トークセッションの

中で齊木のガーデンシティ舞多聞の思い出話の問いか

けには、発言者の想いが溢れ当時の情熱と苦労話が語

られたが、その中でも共通して、住民参加のまちづく

り、住む前からコミュニティを形成することの大切さ、

また自然に囲まれて暮らすことの快適さなどが生き生

きと語られた。（図 1-5-2）

　第 2部の「みついけ見学会」では、実際にみついけプ

ロジェクトのまちなみや住宅を見学し、自然住宅地プ

ロジェクトを体験した。見学は、3班にわかれて、旧

ゴルフ場跡地の地形を活かしたなだらかな曲線をもつ

まちなみを見学し、実際のみついけの住宅や庭等を案

内してもらい、各住宅のセットバックや緑地のまちづ

くりのルールについて説明があった。
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 2　コミュニティマネジメントの実践

　2001年から神戸芸術工科大学は、都市再生機構の

事業協力者として「ガーデンシティ舞多聞」のコミュニ

ティデザインとコミュニティマネジメントをサポート

している。

　実践内容は、2007年度から継続的に進めてきた自

然とふれあうワークショップと絵本づくりプロジェク

ト、絵本読み聞かせワークショップ、その絵本原画展、

造形ワークショップの開催について言及する。

2-1　ネイチャーアートワークショップ実施報告

2-1-1　ワークショップの経緯

　舞多聞プロジェクトでは、2007年よりアートを介

したコミュニティづくりをガーデンシティ舞多聞内で

行っている。

　UR 都市再生機構と神戸芸術工科大学主催の「緑地管

理ワークショップ」は、「みついけ」「みついけ南」に住

まう人々を対象に行われているワークショップである。

旧舞子ゴルフ場の斜面緑地が残された「学園南緑地」と、

隣接する「舞多聞まちづくり館」をフィールドとして

継続的に開催されている。「学園南緑地の緑地管理」と、

「舞多聞ネイチャーアート」の 2つのプログラムが同時

に開催されている。

　「学園南緑地の緑地管理」の「住まう人自らの手によ

る共有財産（緑地）の管理」、「舞多聞ネイチャーアー

ト」の「身近な自然物を用いたアート作品づくり」、こ

れらを通じて、「コミュニティのつながり」「自然とのふ

れあい」「アートへの関心」を深めることを目的として

いる。

　2009年 3月 8日 と 29日 に 行 わ れ た、 「自 然 と 出

会う、 動物をつくろう」のアートワークショップは、

「ガーデンシティ舞多聞」に植生している樹木を使った

動物の造形物をつくるプログラムで、 参加者が、 アー

トを通じて、 ガーデンシティ舞多聞の自然環境に親し

むことを目的として開催されている。

2-1-2 絵本づくりプロジェクト

　過年度から実施してきた、「自然と出会う、動物を

つくろう」のアートワークショップでは、「ガーデンシ

ティ舞多聞」てらいけプロジェクト予定地に植生して

いる樹木を使って、動物の造形物を作った。舞多聞の

敷地内で実際に木を切り、その木を使って動物をつく

りながら自然環境に親しんでもらうことを目的とした

この公開講座は多くの参加者を得た。

　そして、この公開講座で参加した神戸芸術工科大学

の学生が感じ取ったものをエッセンスとして、ガーデ

ンシティ舞多聞を舞台に絵本の作成を行った。この絵

本は、ここの土地で育つ子供達に向けて、また地域の

物語として住民に語り継いでもらうことを目的として

いる。絵本はコンペ形式で数名の学生の作品の中から

審査会によって 1作品を選定する方式を採用した。

　2010年 3月 12日には、 UR 都市機構の関係者、こど

もコミュニティケアの代表、神戸芸術工科大学の教員

による絵本コンペ審査会が開催され、審査の結果 1作

品「ちいさなきとはじまりのまち」が選出された。( 図

2-1-1)  

2-1-3 絵本読み聞かせワークショップ

　ワークショップからうまれた絵本の完成を祝して、

まずはガーデンシティ舞多聞の子供達に向けて読み聞

かせワークショップを実施した。2010年 7月 12日、 

ガーデンシティ舞多聞の保育園「ちっちゃなこども園

にじいろ（こどもコミュニティケア）」の協力のもと、

図2-1-1　完成した絵本「ちいさなきとはじまりのまち」
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 神戸芸術工科大学の学生達が園児に絵本の読み聞かせ

を行った。( 図 2-1-2)

　読み聞かせは、学生ひとりに園児 2～ 4名の 3組で

行われ、園児達はみな学生の読み聞かせを真剣に聞き

入っていた。

2-1-4 絵本の完成披露と造形ワークショップ

　2010年 7月 24日、ガーデンシティ舞多聞内のコ

ミュニティ施設「まちづくり館」にて、舞多聞を舞台

とする絵本『ちいさなきとはじまりのまち』の完成セ

レモニーと、ネイチャーアート「小さな動物をつくる

造形ワークショップ」が開催された。

　このセレモニーは 2007年から継続的に行われた

ワークショップから生まれた絵本の完成を記念するセ

レモニーで、舞多聞で育つこどもたちにも、まちへの

愛着を持ってもらうことを目的として開催された。　

　会場となったまちづくり館には昨春のワークショッ

プで舞多聞の木を使って作られた動物の作品の写真と、

絵本の原画が展示された。絵本完成セレモニーの後、

絵を手掛けた神戸芸術工科大学の学生によって、出来

上がった絵本の読み聞かせが行われた。( 図 2-1-3)

　その後行われた造形ワークショップでは、粘土や

ビーズ、造成中のてらいけ地区から採取された松や、

松ぼっくり等を用いて小さな動物を作成した。出来上

がった動物たちは、昨春のワークショップで作られた

動物に取付けられたゆりかごや船に乗せ、造形ワーク

ショップの講評、記念撮影が行われた。(図2-1-4,2-1

図2-1-2　学生による絵本読み聞かせ(2010.7.12)

-5)

　これからゆりかごや船に乗って舞多聞を旅するとい

う、新たな舞多聞の物語となった。

  

図2-1-5　造形ワークショップの風景(2010.7.24)

図2-1-3　学生による絵本の読み聞かせ(2010.7.24)

図2-1-4　造形ワークショップの風景(2010.7.24)
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 ３　舞多聞ホームページの運営

　ガーデンシティ舞多聞のホームページは、2003年

12月に開設されたものであり、2007年度のリニュー

アルでは、みついけとみついけ南のプロジェクトの実

践によって蓄積された情報の整理と、てらいけプロ

ジェクトでの情報発信の観点からトップページのリ

ニューアルが行われた。同ホームページは、2009年 3

月に更にリニューアルが行われている。

　ホームページでは、舞多聞プロジェクトのこれまで

の情報の蓄積と、より情報をダイナミックに発信して

いくために運営されている。( 図 3-1)

　今年度は 6月 10日、10月 1日、11月 26日、2月 21 

日、3月 31日の 5回に分けて、合計 16ページの更新

を行った。詳細については以下の通りである。

6月 10日

①トップページ＿レイアウトの変更

10月 1日

②トップページ＿第 3回公開講座案内と絵本完成セレ

モニー開催のバナー追加

③ワークショップの案内＿第 3回公開講座のお知らせ

④舞多聞全体＿絵本完成セレモニーのニュース掲載

⑤これから＿第 3回公開講座案内のバナー追加

11月 26日

⑥トップページ＿ネイチャーアート案内と第３回公開

講座ニュースのバナー追加

⑦ワークショップの案内＿ネイチャーアートのお知ら

せ

⑧てらいけプロジェクト＿第 3回公開講座のニュース

掲載

⑨これから＿第 3回公開講座ニュースのバナー追加

2月 21日

⑩トップページ＿第４回公開講座案内とネイチャー

アートニュースとリブコム受賞のバナー追加

⑪ワークショップの案内＿第 4回公開講座のお知らせ

⑫舞多聞全体＿ネイチャーアート「自然の中でアート

しよう」のニュース掲載

⑬これから＿第 4回公開講座案内のバナー追加

⑭リブコム受賞＿ページ制作と UR 本社受賞記事への

リンクと学長の受賞コメント掲載

3月 31日

⑮トップページ＿東北地方太平洋沖地震による公開講

座延期のお知らせ追加

⑯ワークショップの案内＿東北地方太平洋沖地震によ

る公開講座延期のお知らせ追加

図3-1　舞多聞ホームページ
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 4　今後の予定

　てらいけプロジェクトは、今後公開講座とワーク

ショップを運営しながら、居住希望者とこの地区の空

間のイメージやライフスタイルを共有し、それを実現

させていくためのルールについて、合意形成を計りな

がら策定を進めていくことが予定されている。

　神戸芸術工科大学では、ガーデンシティ舞多聞とい

う大規模な自然住宅地を対象に、①自然と共存する豊

かな住まい、②価値観を共有するコミュニティの形

成・自立・技術支援プログラム、③地域コミュニティ

への情報発信、を目指したコミュニティワークショッ

プを開催し、コミュニティや空間の質を持続させるた

めのマネジメントを実践的に行ってきた。

　その内容は多岐にわたり建築計画、アートワーク

ショップ、絵本づくりなど神戸芸術工科大学の「芸術

工学」の理念を実践的な研究において追求することが

できたことは学生ばかりでなく我々教員にとっても貴

重な体験であった。今後も継続的にこのようなまち

づくり活動を実施してくことは地域にとっても本学に

とっても有効な実践的研究であると言える。
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